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1. Search 機能

 タイトルバー > Search

• タイトルバーの右端にあるSearchメニューにキーワードを入力すれば、関連する入力メニューと資料を簡単に見つけることができます。

• 確認できる内容は以下の通りです。

①Function:CIVIL NXの関連する入力メニューが表示され、クリックすれば直接メニューを開けます。

②資料:オンラインヘルプ、チュートリアル、技術ノート、FAQ

Pre & Post-Processing

キーワード入力
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• 以下の電算結果を追加で出力できるようになりました。

 汎用リンク要素の境界非線形タイプのプロパティ

 格子計算データ図:主桁図、横桁図、荷重ライン図

 各種グラフ:スマートグラフ、モード別の減衰定数

 水和熱解析の施工段階データ

 応答スペクトル結果

 組合せ荷重ケースの結果

• 解析結果の表示形式が指数型から実数型に変更されました。

2. 電算結果出力(API)

 結果 > 結果タイプ:一般 > EXCEL > 電算結果出力(API)

◎格子解析の主桁図

Pre & Post-Processing

◎モード別の減衰定数グラフ ◎スマートグラフ-免制震装置
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3. 耐震照査

 耐震照査 > パラメータ > 照査対象 > 照査グループ定義(下部構造)

• 以下項目に対する改善や修正が行われました。

 下部構造グループの“橋脚の材料＝鋼材”にした場合、“鉄筋の段落し部”を非アクティブ

 “最大応答変位”、“残留変位”の照査設定時の”自動計算”オプションの追加

 支承線が1つの場合、計算書の支承結果に不要な文字が出力されることを修正

「照査グループ-下部構造」

Pre & Post-Processing

自動計算の場合、
限界状態[降伏状態]時の変位を計算する
プッシュオーバー解析ケースを指定するだけで、

当変位を自動算定します。

 耐震照査 > パラメータ > 照査設定 > 最大応答変位[残留変位]

「照査設定-最大応答変位」

「照査設定-残留変位」
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4. 鋼部材設計

 部材設計 > 設計タイプ:鋼部材設計 > 設計断面 > 設計用断面修正

• 以下項目に対する修正が行われました。

 検定一覧ダイアログにおける安定性の判定基準で、”軸+曲げ応力度”の項目が考慮されなかった不具合を修正

 設計用断面修正で断面を変更してから再検定をした際、検定一覧ダイアログに反映されない不具合を修正

 軸力検討を行う部材に対して、「設計変数> 細⾧比の制限」 メニューで“細⾧比を検討しない“にチェックしても細⾧比を検討する不具合を修正

Pre & Post-Processing

 部材設計 > 設計タイプ:鋼部材設計 > 設計計算 > 計算実行
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Excel Base File

◎ その他 - 不具合の修正

1. マウスの主ボタンを右にした場合のドラック＆ドロップの不具合
:右マウスの場合、作業ツリーのデータをドラック＆ドロップできない不具合を修正しました。

2. 印刷できない
:「ファイルメニュー>印刷」 メニューにおいて、モデルビューを直接に印刷できない不具合を修正しました。

3. 分布図やコンター図において、最大値・最小値が文字化けする
:断面力図や変形図などを表示する際に、最大・最小値を表示すると文字化けする不具合を修正しました。

4. スマートグラフのアニメーション再生中にダイアログを閉じると、プログラムが強制終了される

5. ”ファイバー断面の解析結果”で断面セルの損傷判定コンター表示の不具合を修正
:「結果＞結果タイプ:時刻歴＞時刻歴＞ファイバー断面＞ファイバー断面の解析結果」 メニューにおいて、
塑性判定コンターを表示する際に一部のセルで数値誤差により判定が間違う不具合を修正しました。


